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皆様こんにちは。新型コロ
ナウイルスの感染が、全国的
に拡大し、佐世保市でも毎日
複数の感染者の方が出てい
ます。このコロナ禍、ウイズ
コロナで例会を開催する手
段として、今回はこのような
形式で開催しました。 
今年度、残り２カ月間色々

模索しながら運営していき
たいと思います。 
さて１８日の日曜日に、国際ロータリー 2740 地区 

第６グループのＩＭ（インターシティ・ミーティング）
が開催されました。ホストクラブが、佐世保北ロータリ
ークラブで、場所がホテルフラッグス九十九島、広い会
場に花島ガバナー・緒方ガバナー補佐をはじめ５０名
ほどの参加で、合わせてＷＥＢ配信もされました。 
第 1 部は、「ロータリーとは？」 第２部は「ロータ

リーを理解し分かち合おう」というテーマでパネルデ
ィスカッションをされました。６人のパネラーのかた
は、事前にテーマについて準備をされていたのと、パネ
ラーに若いパスト会長が二人いらしたので、レベルの
高いディスカッションでした。話しの中で、世界に比べ
日本の会員は、女性の比率が極端に低いというお話し
があり、また職業奉仕の考え方が、ＲＩと日本のロータ
リーとではギャップがあるという話しなどもでていま
した。倉科君は第２部のパネラーでしたが、アーサー・
Ｆ・シェルドンの「最もよく奉仕する者、最も多く報い
られる」の言葉など引用され、職業奉仕の理念について
話されていました。 
最後にガバナーのお話しの中で、次年度のＲＩ会長

は、現在の会員数１２０万人を１３０万人にする目標
を掲げていらっしゃるので、会員増強がメインになる
ということでした。 
本日は福田英彦君の紹介でカモチリナ様に卓話をし

ていただきます。よろしくお願いいたします。 
 
 
 

 

 

 

１．例会変更・休会 
＊佐世保北ロータリークラブ 

   ５月１０日（月） 

＊ハウステンボス佐世保ロータリークラブ 

   ４月２７日（火） 

２．来信 
  ■ガバナー事務所 

  ・アフリカ平和コンサートのご案内   

 ・ＲＹＬＡ開催中止のお知らせ 

■佐世保北ロータリークラブ 

  ・インターシティ・ミーティング参加のお礼 

  ・例会訪問のお願い 

■ハウステンボス佐世保ロータリークラブ 

・第８回佐世保市内８ロータリークラブ 

会長・幹事会 延期のご案内 

 

 

 

 

 
池永 隆司会長・八重野 一洋副会長・宮﨑 正典幹事 

本日はカモチリナ様ご来訪頂きまして誠にありがと

うございます。いよいよ来週からゴールデンウィー

クがやってきます。昨年の今頃と比べると今年は活

動できている状況ですが注意が必要な感じです。だ

いぶ暖かくなってきていますで少しでも落ち着いて

くれると良いですね。ゴールデンウィーク前最後の

例会です。本日もどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

福田 英彦君 
本日の卓話をされるカモチさんのご来訪を歓迎しま

す。現地の人たちに慕われ頼られている彼女の活動

はロータリーにも通じるものがあると思います。期

待を込めてニコニコします。 

 

週報編集 / 公共イメージ・会報委員会：吉野英樹、山口裕之、福田英彦、鶴田明敏 

西村浩輝、古川直記、岡田文俊、崎山信幸 

本日の出席率６６.６６％：会員数４９名・出席２３名・欠席１６名・出席規定免除会７名・ビジター０名 

前々回の出席３２名・出席規定免除会員６名 
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本田 実君 
今、みなと IC からおりて例会場に向かってまし

た。青果市場の信号で直進と左折の矢印が出ている

のに（信号は赤ですが）直前の車がＳＴＯＰ。危う

く追突するところでした。もし、事故ったら第１発

見者は後ろを走ってた筒井君でした。 

 

宮﨑 宗長君 
佐世保市塩浜郵便局は大正１０年（１９２１年）の

５月６日に開局いたしました。来月の５月６日に 

１００周年を迎えます。２度の新築移転を経て、第

５代目局長の時の昭和６１年９月に現在の場所へ新

築移転いたしました。私が第７代目の郵便局長とな

ります。これからも地域に貢献し、みなさまに信頼

してご利用いただける郵便局を目指して社員と共に

頑張ってまいります。よろしくお願いいたします。 

 

 

 

本日の合計     6,000円 

本年度の累計  650,000円 

 

 

 

 

 

 

◆ゲスト卓話◆ 
 
カモチ リナ様 

 
１、イスラム教について 

メディアで取り上げられるイス

ラム教のイメージと実際に現地で

の⾵景には雲泥の差があります。

モロッコの⼈々の暮らしや、ラマ

ダンを通して、イスラム教が実は優しく、慈愛に溢れ

る宗教であり、それは必ずしも義務的でもなく、⾃発

的にみんなが助け合いながら暮らしていることを表し

ています。 

 

２、DAR AMAL の活動について 

モロッコに⽀援⽬的で２年間活動を⾏ってきました

が、気付けば現地の⼈たちに助けられることが多く、

モノのないモロッコでの⽣活ではありますが、⼼が豊

かな⼈たちに囲まれていくうちに、⼈間にとって⼤切

なものは何なのか、幸せとは何かと考えることが多く

なりました。2 年の JICA での契約期間を終えても、私

ができる範囲で、必要とされている以上は恩返しのつ

もりで活動を続けています。現在も、⼦供たちが夢を

描ける社会を⽬指すために現地の雇⽤創出を続けてい

ます。当初から継続している⼥性⾃⽴⽀援では、現地

の伝統刺繍で⼩⻨粉袋をアップサイクルしながらバッ

クやポーチを作り、商品開発をしています。 

また、私の住む街が産地であるキャロブという鉄分

豊富なオーガニックスーパーフードをパウダーにして

⽇本では、障害者⽀援施設で⼀つ⼀つ丁寧に加⼯して

いただくオーガニック⾷品を展開しています。他に

も、モロッコでしか取れないスキンケアに素晴らしい

アルガンオイルやサボテンオイル、絨毯など、⼥性た

ちが丁寧に作っているものも DAR AMAL で販売し 

ております。  

ホームページ www.dar-amal.com  

インスタグラム ＠dar50350 

 

３、サスティナブルについて 

今、社会現象となっているサスティナブルという⾔

葉は、持続可能なという意味ですが、これは、2013 年

に国連が世界で達成していきたいと定めた⽬標で、

2030 年までに達成したいと話されています。貧困、教

育、権利、環境、などの、今世界が抱える問題を解決

していく⼤きな課題です。 

これをどうやって私たちが関わり、社会をよくし、

私たちの⽣活や⼼を豊かにしてくれるのか、そして、

⼦供たちへ未来を渡していけるのかということが⼤切

となります。決して⼤きなことができるわけではあり

ませんが、⼀⼈⼀⼈ができることが⼀番、⼤切であり

⽇々の中で、⼿を差し伸べること、優しさを無理なく

継続していくことが、私たちの周りから、社会が変わ

り世界が変わっていくのだと思うのです。このコロナ

禍で⼤変な時期ではありますが、だからこそ、⾏政や

国ではなく、⼀⼈⼀⼈のできる範囲での優しさや声が

けが、⼈⼀⼈救えることもあると、私は⽇々助け合い

ながら⽣きるモロッコの⼈たちに学びました。 

最後に私が実際にモロッコの隔離⽣活で感じたこと

ですが、“今⽇のあなたの⼀回の微笑みが、もしかし

たら、誰かのたった１つの今⽇の喜びになるかもしれ

ない。”ということを接する誰とでも⼼がけることが

まず社会を良くする⼀歩だと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＳＡＡ：田添直記君 

次回例会/５月６日１２：３０～ 

http://www.dar-amal.com/

